
　
厦
門
に
来
て
５
カ
月
が
経
ち
、
一
学
期
を
無
事

に
終
え
た
こ
と
へ
の
安
心
感
と
、
残
り
半
年
で
留

学
生
活
が
終
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
へ
の
寂
し
さ
を

感
じ
て
お
り
ま
す
。こ
の
約
半
年
で
、
中
国
国
内

旅
行
へ
行
き
ま
し
た
。今
回
は
、
私
が
訪
れ
た
場

所
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
ま
ず
は
、
厦
門
の
離
島
コ
ロ
ン
ス
島
で
す
。２

０
１
７
年
に
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
小

さ
な
島
で
、
厦
門
島
か
ら
フ
ェ
リ
ー
で
20
分
程
の

距
離
で
す
。18
世
紀
頃
に
は
各
国
の
領
事
館
が

あ
っ
た
た
め
、
島
全
体
が
異
国
情
緒
の
街
並
み
で

す
。島
内
は
車
や
電
車
、
高
い
ビ
ル
は
無
く
ゆ
っ

く
り
と
し
た
時
間
が
流
れ
て
お
り
、
厦
門
市
内
の

雰
囲
気
と
全
く
違
い
ま
し
た
。島
内
は
坂
道
が
多

い
た
め
大
変
で
す
が
、
日
光
岩
の
頂
上
ま
で
登
る

と
、
コ
ロ
ン
ス
島
全
体
と
厦
門
市
内
を
見
渡
す
こ

と
が
出
来
ま
す
。

　
10
月
に
は
福
建
省
友
好
都
市
研
修
に
参
加
し
、

９
日
間
で
福
建
省
の
福
州
市
、莆
田
市
、泉
州
市
、

厦
門
市
を
訪
れ
ま
し
た
。研
修
で
は
福
建
省
の
各

市
と
友
好
都
市
で
あ
る
ブ
ラ
ジ
ル
や
タ
イ
等
計

12
カ
国
か
ら
15
人
が
参
加
し
、福
建
省
の
経
済
状

況
や
、
文
化
や
歴
史
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。福

州
市
と
厦
門
市
は
福
建
省
の
中
で
特
に
経
済
が

発
展
し
て
い
る
都
市
で
す
が
、
泉
州
市
、
莆
田
市

は
地
下
鉄
が
な
く
、
隣
の
市
で
も
こ
ん
な
に
差
が

あ
る
の
か
と
驚
き
ま
し
た
。

　
研
修
で
は
莆
田
市
の
離
島 

湄
州
岛
を
訪
れ
た

こ
と
、
泉
州
市
の

　埔
文
化
村
で
は
蟳
埔
伝
統
の

簪
花
（
花
の
か
ん
ざ
し
）
と
漢
服
を
体
験
で
き
た

こ
と
が
楽
し
か
っ
た
で
す
！

　
上
海
、
杭
州
に
も
行
き
ま
し
た
。初
め
て
訪
れ

た
福
建
省
以
外
の
地
域
は
、街
の
雰
囲
気
や
活
気

が
全
く
違
い
ま
し
た
。さ
す
が
は
大
都
市
上
海
、

全
て
が
大
き
く
て
、
外
国
人
観
光
客
も
多
く
、
日

本
語
も
チ
ラ
ホ
ラ
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。杭
州
は

都
会
さ
も
あ
り
つ
つ
、
自
然
が
い
っ
ぱ
い
で
と
て

も
綺
麗
な
街
で
し
た
。

　
旅
行
中
は
、
中
国
に
来
た
時
よ
り
会
話
ス
キ
ル

が
上
が
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
、と
て
も
嬉
し

か
っ
た
で
す
。中
国
は
と
て
も
広
い
分
、
地
域
に

よ
っ
て
言
葉
も
違
い
、
食
べ
物
、
風
習
も
異
な
り

ま
す
。こ
れ
か
ら
も
色
ん
な
場
所
に
出
か
け
て
、

様
々
な
文
化
風
習
を
体
験
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
厦
門
に
は
、
日
本
語
を
学
ぶ
中
国
の
方

は
沢
山
い
て
も
、
日
本
の
方
は
少
な
い
た
め
、
厦

門
で
日
本
語
を
学
び
た
い
方
と
、
日
本
で
中
国
語

を
学
び
た
い
方
に
向
け
た
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
会
な

ど
を
考
え
て
い
ま
す
。こ
の
素
晴
ら
し
い
留
学
制

度
の
認
知
度
向
上
に
努
め
、
こ
れ
か
ら
も
厦
門
と

宜
野
湾
市
の
友
好
関
係
に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

蟳

第19期　海
外留学生

比嘉　茉白
ひ が  ま しろ
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せ
ん
し
ゅ
う
し

ほ 

で
ん  

し

令和 7年度  中国・厦門市への留学生募集！
　国際的視野を持った人材の育成を目的に、本市の海外友好都市である中国福建省厦門市にある厦門理工学院
（大学）への派遣留学生を募集します。  ※感染症や自然災害等により、募集または派遣を延期もしくは中止することがあります。

【派遣人員】１人 　　　　　　　　　　　　
【募集期間】2025年 3月 10日（月）～4月 4日（金） ※土日祝日を除く　　
【選考試験】2025年 4月 20日（日）予定　〈作文および面接試験〉
　　　　　  ※決定次第、市ホームページにてお知らせします。
【応募資格】①2025年 4月 1日現在において、
　　　　　　満 18歳以上満 40歳以下で高校卒業以上の学歴を有する者
　　　　　②2024年 4月 1日から宜野湾市に住所を有する者
　　　　　③日本国籍を有する者　　
　　　　　④心身共に健康である者

【派遣先】中国福建省厦門市　厦門理工学院（大学）　　　　　　　　　　　　
【留学期間】2025年 9月～2026年 7月末頃　
【留学費】❶市の補助
　　　　　学費全額、寮費の半額、往復旅費相当額等 
　　　　❷留学生負担
　　　　　寮費の半額（年間約 2.5万円）、生活費、
　　　　　保険に係る費用等

詳しくは
こちらから ▼
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　嘉手納基地内の Bob Hope school を訪れた市内小学校教諭の皆さん。
校内案内や授業視察を通して学校の特色を学んだ後、基地内教諭と授業
の進め方や指導方法などについてミーティングを行いました。 
　ミーティング後は、基地内教諭と 2 人 1 組となり、チーム・ティーチ
ングによる授業に臨み、児童や教諭との交流を通して、基地内校の指導
方法を実践するなど、貴重な時間を過ごしました。

　市内の小学校教諭と基地内教諭が、互いの教育現場を視察体験
することで、英語教育の指導力向上と授業の質を高めることおよ
び、日本の教育環境に触れてもらうことをねらいとした「令和 6
年度　小学校・基地内教諭交流研修会」が開催されました。1 回目、
嘉手納基地内にある Bob Hope school を訪れ、2 回目は志真志小
学校に招いて研修を行いました。

　志真志小学校に基地内教諭を招いての交流研修
会が開催されました。
　今回の交流研修会を通して英語指導力の向上を
目指す中で重要視したのが「コミュニケーション
力」。児童が英語を学ぶ上で、しっかりと理解し、
自分が思ったことを伝えることができるよう、授
業に取り組んできました。 
　授業実践では、児童が事前に作成した資料（日
本文化の紹介）を用いて、基地内教諭に対面形式
でプレゼンテーションを行いました。初めは小さ
な声で行われていた発表でしたが、基地内教諭の
打つ相槌や反応に、児童自身英語が伝わる感触を
つかんだのか、徐々に自分の好きな食べ物を伝え
たり「こどもの日」など日本固有の行事について、
身振り手振りを交えたりしながら楽しそうに発表
する様子がうかがえました。
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基地内教諭とのミーティング▼

参加した
教諭の感

想
チーム・ティーチングで授業を行う様子▼

10/30
ボブ ホープ スクール

Bob Hope school

日本とアメリカの教育の違い

に触れ体験することで、子ど

もたちにも「違い」について

知識だけでなく、実際に見た

からこその「本物」を伝えら

れるようになったことが素直

に嬉しいです。

1/29

志真志小学校

基地内教諭との交流や、プレゼンの様子▲

小学校教諭×基地内教諭 交流研修会令和6年度


